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本日の流れ
• 自己紹介
• 人材育成と食品安全文化
• 食品安全文化と従業員の働くしあわせ研究
• 農林水産省FCP「食品安全文化の可視化に関する研究会」
• 農水省FCP-FSC研究会 2024年度実証参加企業の分析
• 日本人と外国人が働く現場の研究
• まとめ

2



自己紹介

＜学会発表＞

• 飯塚光留, 小川美香子「FCP食品安全文化ツールを用いた
実証研究－食品製造事業者2社を対象として－」経営情報
学会2025年秋季全国研究発表大会, 2025.

• 内田光, 飯塚光留, 小川美香子「大手飲食事業者A 社におけ
る食品衛生管理状況の認識と情報開示意向」
2024年度日本フードシステム学会大会, 2024.

• 小川 美香子, 内田 光, 井上泉, 設樂愛子「飲食店の衛生管理
に対する消費者意識と事業者意識」
日本フードサービス学会第28回年次大会, 2023.

• 小川 美香子, 河田 史子, 妹尾 大, 杉村 宏之, 齋藤 敦子, 平野
雅章「食品安全文化のタイプ別にみる従業員の幸せ施
策」経営情報学会 2022年 全国研究発表大会, 2022.

• 河田 史子, 小川 美香子「食品安全文化自己評価表の開発
と試行－食品安全文化の測定手法構築に向けて－」
経営情報学会2022年全国研究発表大会, 2022.

＜論文＞

• 小川美香子, 河田史子「食品安全文化の評価および規則の信頼性と
食品安全行動との関係－日本の中小食品製造事業者4社の探索的分
析から－」フードシステム研究, 33(1), 19-34, 2026

• 内田光, 小川美香子, 設樂愛子, 井上泉「飲食店の衛生管理評価の
開示に対する消費者意識」日本フードサービス学会年報, 29, 2026.
（印刷中）

• 山口 文子, 小川 美香子, 濱田（佐藤） 奈保子
「中小食品製造業者におけるHACCP導入の課題と対策」
フードシステム研究 , 26 (4) , 361 - 366, 2020.

• 藤野 柾也, 小林 征洋, 小川 美香子
「障害者施設での菓子製造におけるアレルゲン混入の実態と防止
策」フードシステム研究 , 26 (4) , 379 - 384, 2020.

• 小川美香子, 小林征洋「外食事業者が懸念するアレルゲン混入要因
および食器洗浄機を介した混入実態と対策」日本フードサービス
学会年報, 22, 38-51 , 2017.
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• 東京海洋大学 食品生産科学部門 食品生産科学科 ＆ 食品流通安全管理専攻
• 食品安全・食品流通、経営学 経営情報論、組織論、マーケティング・流通論

・食品安全マネジメント関連の研究を抜粋
・ほか、漁業・水産、地域関連



人材育成と食品安全文化
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食品安全文化 定義
• GFSI（世界食品安全イニシアティブ)

• 「すべての食品事業に存在する概念であり、全従業員によって学習・共
有される深く根付いた信念、行動、価値観、前提を意味し、これらが統
合されて組織の食品安全パフォーマンスに影響を与えるもの」（2026年3
月）

• 「食品安全に向けた考え方と行動に影響を与える、組織全体にわたって共有された価値観、
信念、規範」（2018年11月）

• コーデックス委員会：「食品衛生システムが機能する基本は，安全で適切な食品を提供する上での
人間の行動の重要性を認める前向きな食品安全文化の確立と維持である」（「食品衛生の一般原則」2020改定版）

• オーストラリア・ニュージーランド食品基準機関 (FSANZ)：「誰も見ていないときでも、正しい行動（ルール遵守）を
する組織の雰囲気・価値観」

• 企業や組織の従業員が食品安全についてどのように考え、何を重視しているかを示すもの（Yiannas, 2009）

• 組織に普及、共有された、衛生管理行動に関する普遍的な態度、価値観、信念の集合体（Griffith et al.,2010）
2026/9/27 5



食品安全文化への対応 FSSC
• FSSC 22000 スキーム第6.0版

• 要求事項 2.5.8食品の安全と品質の文化
• a) ISO 22000:2018の5.1に従い、及びこれに加えて、

積極的な食品の安全と品質の文化を育成する組織の
取り組みの一環として、上級管理職は、マネジメント
システム の一部として、食品の安全と品質の文化の
目標を設定し、実施し、維持しなければならない。
少なくとも以下の要素に対応しなければならない；

• コミュニケーション、

• 教育訓練、
• 従業員のフィードバックと関与、及び

• 食品の安全性と品質に影響を与える組織の
すべてのセクションを対象とする、定義された
活動のパフォーマンス測定。

• b) この目標は、標的及びスケジュールを含む文書化された食品安全および品
質文化計画によって裏付けられ、マネジメントシステムのマネジメントレ
ビューと継続的改善プロセスに含まれなければならない。

6https://www.fssc.com/fssc-22000/documents/version-6-documents/#additional-documents

9.組織のFSCの変更計画を
既存のFSMSに組み込む

4.FSCの基礎と組織の背景を理解する
5.FSCのためのガバナンスの確立

10.組織のFSCの
パフォーマンス評価

11.組織のFSCの継続的改善
の維持

6.組織のFSCを理解する
7.望ましいFSCを達成するため

の戦略的プランの設計
8.FCSに向けた主要機能の準備

現在はVersion 6か
らVersion 7への移
行期間（2027年5月
～2028年4月）。
2027年5月1日以降
に実施される審査
からVersion 7への
適合が必須。

11.組織のFSCの継続的改善
の維持

10.組織のFSCの
パフォーマンス評価

9.組織のFSCの変更計画を
既存のFSMSに組み込む

4.FSCの基礎と組織の背景を理解する
5.FSCのためのガバナンスの確立

6.組織のFSCを理解する
7.望ましいFSCを達成するための

戦略的プランの設計
8.FCSに向けた主要機能の準備



食品安全文化の由来

• 組織文化
• 組織が外部環境への適応や内部統合の過程で学んだ、

基本的仮定や価値観の集合であり、新しいメンバー
に適切な方法として教えられるもの。
（E.H.シャイン, 2004）

• 学習の産物、新メンバーへの継承
• 文化を変革するアプローチ

• 解凍（Unfreezing） Unlearning
• 変化（Change/Moving） learning
• 再凍結（Refreezing）
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• 組織文化 安全文化 食品安全文化

artifacts
人工物

values
価値観

basic
assumptions
基本的前提

可視
手順、組織構造

意識下
経営理念、

戦略、目標

無意識
「当たり前」
の前提、信念



食品安全文化の由来
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• 安全文化（１）
組織内および個人の責任感とコミットメントが反映される文化の集合であり、
安全に関わる全ての活動を適切に優先するもの。（国際原子力機関 IAEA, 1988）

• 1986年 旧ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故
• 設計

• 低出力で自己制御性を失う特性、原子炉格納容器がない、安全装置が簡単に外せる構造

• 人（運転員の規則違反）
• 制御棒の規定以上の引き抜き、非常用炉心冷却装置を切った運連、計画を下回る低出力での特殊試験実施

• 組織（組織管理）
• 原子炉専門家でない者が指揮、正規の手続き/組織全体の合意のない特殊試験実施、不十分な安全対策

• 安全性確保のための組織的・個人的責任の重要性

出所：電気事業連合会 https://www.fepc.or.jp/supply/hatsuden/nuclear/safety/past/chernobyl/
原子力百科事典 ATOMICA https://atomica.jaea.go.jp/data/detail/dat_detail_02-07-04-11.html



柔軟な
文化

食品安全文化の由来
• 安全文化（２）

組織が事故を防ぎ、安全を維持するために持つ共通の価値観や信念、
行動様式の集合。（J.リーズン, 1997）

• 1990年代の航空・医療分野での事故における人的要因の重要性
• スイス・チーズモデル

• 組織事故の発生・防止を表すモデル；防御壁（チェック機構）が効果的に機能せず、
複数の穴が偶然重なったときに事故が発生する

• ４つの構成要素
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学習する
文化公正な

文化

報告する
文化



食品安全文化 注目された背景
• 食中毒の発生状況（日本）

• 2024年度：1,037件、患者14,229人、死者3人

• 飲食店における食中毒の予防が課題
• 米国FDA：飲食店の食中毒の要因の2/3は従業員

• リスク低減に【立入検査】は効果的？
• 米国の飲食店16.8万件を対象にした1993～2000年の保健

所の検査データでは、食中毒発生店と非発生店で、検査
の平均点に差はない。 (Jonesら 2004)
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• 「100年以上にわたる研究と数百万ドルの出費にもかかわらず、
食品安全は以前として世界的な公衆衛生の問題である」

ーC.グリフィス

• 小売・外食でのリスク低減
• 一部分は、フードチェーンの初期段階の管理が最善と認識
• 大部分は、人々のやり方（行動）の変容が必要 ーF.イアナス

厚生労働省 食中毒統計資料をもとに作成



食品安全文化への注目
• フランク・イアナス

• 2018.12～2023.2
US FDA 食品政策および対応担当副⾧官

• 2009年『食品安全文化ー行動ベースの
食品安全マネジメントシステムの構築』

• 食品科学＋行動科学 ←人的要因
• 従来のリスク管理手法: 教育・試験・検査

• 食品安全文化＝行動
• 企業や組織の従業員が食品安全について

どのように考え、何を重視しているかを
示すもの

• 行動ベースの継続的改善モデル

11出所 https://www.linkedin.com/posts/frank-yiannas-m-p-h-3b106015_smarterfoodsafety-foodtraceability-activity-671394655228247
2448-pPlI?utm_source=share&utm_medium=member_desktop&rcm=ACoAABN_K1UBWvz_n3pzisUmZ9WY3Ykd7XaazuI

Food Safety 
Culture: Creating a 
Behavior-Based 
Food Safety 
Management 
System 2009

期待事項の
明確化

教育と訓練

コミュニ
ケーション

目標と責任
の明確化

成果の測定

行動の強化



食品安全文化への取り組み＝人を育てる
• HACCP／FSMS運用していても発生する食品リコールや食品事故

システム構築だけでは食品事故・事件を100%防ぐことはできない
ソフト面、人への注目

• 文化は個人及び集団としての行動、思考パターン、価値観を決定する
（シャイン,1999）

組織の食品安全文化が良好であれば、食品安全行動も良好
食品安全を優先して考え、行動できる人を育成し、良い文化を作ろう

• ハード／ソフト両方大事
• 従業員が認識する良好な食品安全文化と機能的な食品安全管理システム（HACCP

など）が組み合わさることで、良好かつ安定した衛生環境が得られる可能性が示
唆される（E.De Boeck et.al,2016)
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食品安全文化と
従業員の働くしあわせ研究

2020年前～

13



食品安全文化と働くしあわせ研究 きっかけ

• 食品工場
• 活力、働き甲斐がありそうな組織

• 笑顔、親戚のような関係性
• カイゼン提案、クレーム削減への主体的な

取り組み

• 従業員の働く幸せと食品安全の関係
• 食品安全に対する組織の規範
（食品安全文化）
• 個人の認識・行動

• 手順や規則からの逸脱、無意識／意図的

14

不満足にしない
ことが大事

不満足に
しなければいい…？

職場での
幸せ

同じ行動でも
意味、解釈が異なる

のではないか

食品
安全文化



食品安全文化と働くしあわせ研究 調査概要
• 対象：中小食品製造事業者

• 国内の食品安全規格適合証明取得済／取得予定、製造に従事する者

• 日程： 2022年9月～11月
• 方法：質問紙調査（102項目）

• 調査票一式を一括郵送
• 各社に配布、回収、返送を依頼
• 回答者は10日程の期間中に回答
• 専用封筒に封入し提出

15
郵送物（依頼書、質問紙、専用封筒、返送用レターパック）

DCBA企業
社員雇用形態

57914回収 (件)

5689有効回答
(件) 28 



A社 B社 C社 D社

コミュニ
ケーション

周囲の
サポート

コミット
メント

施設設備

リスク
の軽視

結果 事業者別食品安全文化20項目

• リスクの軽視
• 下位尺度平均がもっとも低い
• 平均 A＆B ＞ C ＞D

• 周囲のサポート
• 平均、差ともに3番目
• 平均 A ＞C ＞B ＞D

• コミュニケーション
• 4社の差がもっとも大きい
• 平均 A ＞C ＞B ＞D

• 施設設備
• 4社の差が2番目に大きい
• 平均 A ＞B ＞C ＞D

• コミットメント
• 平均がもっとも高く、差が少ない。
• 平均 A ＞B ＞D ＞C
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（4社平均, 差）

（4.8, 0.9）

（5.3, 1.1）

（5.2, 1.8）

（5.0, 1.7）

（6.1, 0.5）

食品安全文化と働くしあわせ研究



結果 事業者別 働く幸せ・不幸せ
• 下記のやりがいを除く幸せ・不幸せ尺度
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A社 B社 C社 D社 A社 B社 C社 D社

自己成⾧

リフレッシュ

チームワーク

役割認識他者承認

他者貢献

自己裁量

やりがい

1:まったくそう思わない～7:とてもそう思う

自己抑圧

理不尽

不快空間

オーバーワーク

協働不全

疎外感

評価不満

※パーソル総合研究所・前野隆司研究室の一連の研究

食品安全文化と働くしあわせ研究



農林水産省FCP
「食品安全文化の可視化に関する研究会」

食品安全文化ツールの開発
2024～2025
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どんな状況？
• JFS規格 日本初/発の食品安全規格

• JFS-A = 一般的な衛生管理
• JFS-B = HACCP
• JFS-B Plus = GFSI GMaP
• JFS-C = GFSI承認

食品安全文化 日本での取り組み

19

食品安全文化

2020年2月 GFSI要求事項に追加

FSSC 22000JFS-C

• 認証を取得している食品企業も、
取引先の中小企業も、対応が迫られている状況



• 大手からサプライヤーへ 他人事ではない！？

• 農水省フードコミュニケーションプロジェクト
食品安全文化の可視化に関する研究会

食品安全文化 日本での取り組み～農水省FCP

20

食品安全手順や規則の体系化、行動のマネジメント食品事業者に
求められること

意識的に
PDCA化＋

食品安全を優先する組織文化の確立、維持

• 2024～2025年度
食品安全文化ツール 公開（無料）

アンケート、スコアを自動計算するエクセル



農水省FCP 食品安全文化ツール
• アンケート用紙

• WORD：FORMS自動取り込み用、アンケート用紙
• 多言語対応：日本語・英語・中国語・ベトナム語・

タガログ語・ネパール語・ミャンマー語

• FCP食品安全文化評価ツール
• EXCEL：結果概要シート、詳細結果シート、データ反映シート

• ガイダンス文書
• 食品安全文化醸成のベストプラクティス
• 利用申請：利用規約、農林水産省の専用フォームの提出

• 問合せ先：新事業・食品産業部食品製造課原材料調達・品質管理改善室
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質問項目 v2.0 属性2＋29項目
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2024年度の実証をもとにた統計分析＋議論を重ね、
日本独自に、5つの「因子」として整理
リーダーシップ、リソース支援、コミュニケーション、
リスク認知、従業員の関与 GFSIの５つの「側面」との対応



FCP食品安全文化評価ツール v2.0 
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因子

参考：
GFSI側面毎の
データ



農水省FCP-FSC研究会
2024年度実証参加企業の分析

１社と他5社の比較（分析中）
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68738073
72799079ビジョンとミッション
65687469人
71737874一貫性
68718273適応力
62748272危害とリスク認知
76738076施設・設備

80777377
83808080ビジョンとミッション
83756876人
79787278一貫性
81817779適応力
71727572危害とリスク認知
74767176施設・設備

【作業員/
オペレーター】

【監督者/
チームリーダー】

【管理者/
上級管理者】全体

74757976
77808880ビジョンとミッション
74737273人
75767776一貫性
75778177適応力
65738172危害とリスク認知
77757877施設・設備

結果 【C社単純集計 全体・部門別】
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全体

製造部門

管理・間接部門

n=59

n=28

n=27

60

70

80

90

100

全体

60

70

80

90

100

製造部門

60
65
70
75
80
85
90
95

100
管理・間接部門

管理者 監督者 作業員

a1a2



【作業員/
オペレーター】

【監督者/
チームリーダー】

【管理者/
上級管理者】全体

76757675
79778178ビジョンとミッション
74727373人
80767879一貫性
77797876適応力
67717268危害とリスク認知
78747777施設・設備

76767776
77798179ビジョンとミッション

73747373人

79787778一貫性

76788078適応力

72697672危害とリスク認知

77777776施設・設備

75747574
78767977ビジョンとミッション
74717473人
79768079一貫性
76797676適応力
66736266危害とリスク認知
78717777施設・設備

結果 【他5社単純集計 全体・部門別】
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日本人と外国人が働く現場の研究

2024～2025
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POS（知覚された組織的支援）
POS ＝ Perceived Organizational Support
「従業員の貢献を組織がどの程度評価しているのか、
従業員のwell-beingに対して組織がどの程度配慮しているのか
に関して、従業員が抱く全般的な信念」

（Eisen berger & Stinglhamber, 2011）

図2 POSの基本ロジック (佐藤,2014)
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母国語別の平均値
他言語外国人 (n=33)ベトナム人 (n=58)日本人 (n=88)

4.154.333.68外国人従業員が働きやすい
環境づくり

4.004.293.01POS(平均)

3.453.773.21組織コミットメント（平均）

4.284.213.22職務満足（平均）

3.914.214.03研修内容の活用意欲

89.0%93.1%81.4%自分の工場ルール順守率

79.3%93.3%68.8%他人の向上ルール順守率
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外国人従業員が働きやすい環境づくりとPOS(平均)の相関分析

日本人は弱い相関、ベトナム人は強い相関、他言語外国人は相関なし

外国人従業員が働きやすい環境づくりとPOSの相関
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他言語外国人
(n=33)

ベトナム人
(n=58)

日本人
(n=88)

4.154.333.68外国人従業員が
働きやすい環境づくり

4.004.293.01POS(平均)

0.2050.773**0.339**
外国人従業員が働きやすい

環境づくり/POS
相関係数

日本人と外国人が働く現場の研究

**1%水準で有意



まとめ
• 人材育成と食品安全文化

• 品質保証、食品安全人材の育成
• 食品安全文化、人（ソフト）への注目

• 食品安全文化の測定 農水省FCP 食品安全文化ツール
• ”食品安全文化”の測定結果は人材育成の通知表

• 何を目指し、どんな施策をするか？PDCAを実践

• 【重要】食品安全文化のスコアだけで一喜一憂しない
• ソフト＆ハード：監査・検査結果、現場の状態・人々の様子

• 今後の研究
• 人材育成と食品安全文化の強化の取り組みとの融合
• 食品安全文化と多様な概念の組合せ

• 組織コミットメント、ウェルビーイング、POS、心理的安全性
• PDCA、具体的な施策

• 日本人と外国人 スコアの共通点、相違点
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